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       アーバンみらい東三番街    ホームページ 
 
 
 
 

 

 
 

 令和 4年度 春野小学校避難所運営訓練が 6月 25日（土）18時から行われ、東三番

街から土屋会長、原副会長、防災担当、防災ボランティア３名の 6名が参加しました。 

 

 自治会だより6月号で訓練概要はご紹介しました

が、各自治会の自主防災組織と施設管理者、市の職

員で構成される避難所運営委員会から約 50 名の参

加となりました。 

当日は猛暑のなか、訓練開始2時間前から事前訓

練として、運営リーダーや総務班、各班長による防

災倉庫の備品確認が行われ、訓練に必要な備品が搬

出されました。 

18 時に全員集合で訓練スタートです。東二番街

からガスパワー式発電機が２台貸出され、ガソリン

式発電機と比べスムーズに立ち上がり、受付に照明

が設置されました。 

 

東三番街（食糧班）が担当する高齢者用居室への

動線表示は、薄暗くなった廊下を懐中電灯式 LED

ランタン 6 個で照らすには灯り不足で、２倍は欲し

いと思いました。今回参加した防災ボランティアは

昨年自治会で購入した「LED ヘッドライト」を付け、夜間作業ではとても重宝しました。 

 

食糧班は食糧（パン、ビスケット、水）を 50 個袋詰めし、物資が入っていた段ボー

ルを利用し机に並べ、感染防止に努めながら自治会ごと人数を確認し配布しました。 

 

 今回の夜間訓練から、夜間の発災に対応できる防災資機材の整備充実を図りたいと思

います。 

 

＜さいたま市自主防災組織育成

補助金申請（６月）＞ 

ガスパワー式発電機（２台）、

車椅子（１台）、けん引式車椅

子補助装置（２基） 

 

 

自主防災組織活動報告：避難所運営訓練に参加しました 

 

避難所 
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今年は過去最も早く梅雨が明けて、日照り続きの厳しい暑さとなっています。         

現在ファミリー菜園の会員数は 35 名で、３年ぶりの清掃は菜園メンバーにより、7

月９日早朝 7 時から行いました。菜園の畑に接する側道は児童の通行や散歩道として

も利用されていますが、ゴミの投げ捨てや、草が生い茂る道は定期的な除草と清掃は

かかせません。まだまだ暑さは続きますが、周囲にも目を配りながら畑を楽しみたい

と思います。   

清掃日の朝は心地よい風と青空が広がり、自治会広報紙掲載予定の集合写真は花畑

の向日葵がこの日に合わせたかのように咲き、素敵に演出してくれました。 
畑は、毎年同じ場所で同じ野菜を作り続けると、土壌の養分バランスがくずれ野菜

は育ちにくくなります。作物の「連作障害」です。私たちの大きな悩みのひとつで、

この状況に菜園メンバーから、〔食品ロス〕学校給食のリサイクル肥料（土壌改良材）

の紹介をいただきました。畑は土壌中の微生物を活発にして健全な畑に変えてくれる

救世主であって欲しい！【ひと言！】捨てられてしまう食べ物は「食品ロス」といい、

環境に悪い影響を与えてしまいます。その捨てられてしまう食べ物をリサイクルして、

畑やガーデニングの肥料として再利用します。（原副会長） 

 

 

フ ァ ミ リ - 菜 園 の 清 掃 と 畑 の お 話 

((土)((((土)18 

1  

避難所 
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先月、管理組合主催「東三番街施設オリエンテーション」が、7月1日（金）10時、

15時、2日（土）9時、15時の都合 4回開催され、自治会自主防災組織から、会長、

副会長、役員２名、防災ボランティアの 5名が参加しました。 
 

オリエンテーションでは、団地の防災施設や集会所地下施設（受水槽タンク）、機械式

駐車場浸水懸念など、日頃見る機会がない場所を詳しく見ることができました。 
 

開催にあたり、六田理事長から「災害が発生したときこれらの施設は管理組合理事の

一次対応となり、自主防災組織や防災ボランティアの支援を受け発災対応しますが、施

設ハンドリングは理事会マターとなります。災害が起こることを想定し、実際に現場を

見ることが大事です。」と今回の趣旨説明がありました。 

まず、集会所地下の受水槽を見学しました。震度５強以上の地震が発生すると、２つ

ある受水槽の一つを温存することで、ライフライン（電気、ガス、水道など）の停止に

備え貴重な水を確保できます。受水槽水の分配栓は今年度管理組合で計画されています

ので、水の分配については、防災基本計画に基づき、東三番街自主防災組織で検討され

ます。 

 次に、1 号棟のエントランスに入ると、右手に防災監視盤・非常放送設備、左手正面

に消火栓、排煙窓どれも非常時に使用するものが配置されています。EV で 14 階に移

動、階段を登り扉の鍵を開け、屋上に出ました。普段、立入禁止の屋上は鳥が入らない

ようにネットで囲われています。北側には消火水槽（1 トン）が設置され、火災のとき

は管理事務所地下の消火ポンプから屋上の消火水槽に送水され初期消火が行われます。

初期消火では、各号棟に設置されている消火設備を把握し、適切に対処することが大切

だと感じました。 
 

＜写真 ２枚＞ 

風水害では、機械式駐車場の浸水懸念があります。「見沼区内水ハザードマップ」では、

下水道の排水能力を超える大雨によって内水はん濫が発生した場合に想定される浸水区

域や浸水深等を、浸水シミュレーションにより示されています。東三番街では遊水地か

らの越水も想定し、バス道路に面した出入口に土嚢を積み上げ浸水を防ぐことも今後の

検討課題と思われました。 
 

今回オリエンテーションに参加して、日頃から団地内の防災設備を把握し、災害発生

時に迅速に行動できるよう備えることがとても大切だと思いました。 

梅雨明け後の猛暑のなか、オリエンテーションの企画から当日の説明に至るまで、丁

寧にご説明いただきました管理組合六田理事長はじめ役員の皆様に御礼申し上げます。 

ありがとうございます。 

 

＊写真 

1 号棟屋上で六田理事

長の説明を聞いていると

ころ 

・右手に消火水槽があり

ます 
 

管理組合主催「東三番街施設オリエンテーション」に参加しました 
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＜環境専門委員会からのお知らせ＞ 

①深作遊水地の PH 

環境専門委員会では 2016 年から深作遊水池の PH を測定しています。(1 回/月)。測定を開始し

た切掛は、「遊水池の PH が高いのではないか？」と言う情報からです。測定を始めると春から夏に

かけて環境基準値(Max8.5)を超える月がありました。最大値は9.2(17年7月)で、次に9.0が3回

測定されました。アルカリ成分を排出する工事等はなかったので、原因を調査すると「水深が浅く水

が停滞するような場所では、藻類の光合成のために PH が高くなることがある。」という国交省の文

書に出会え、原因が推察出来ました。環境基準値を超えるのは、水生生物に対していい影響は無いで

すが、水生生物調査(毎年 9月に実施)の数量推移では影響は現れていません。 

測定は他に COD(化学的酸素要求量 水質汚濁の指標 20 年より埼玉県から試薬の供与を得て。)

の測定を水生生物調査時に行っています。昨年の結果では 2.5mg/㍑で、環境基準値 8mg/㍑に比較

し十分に小さい値でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②遊水池で釣り糸・釣り針が絡まったカワセミが発見

されました。 

遊水池では釣りは禁止されていなく、公園部(右の写

真で赤丸の左側、上流側)では「つり糸やつり針などが

野鳥にからんだり、ささったりします。絶対に捨てな

いで下さい。」の掲示、遊水地部(右の写真で赤丸の右

側、下流側)では、「観察する人以外の立ち入りはご遠

慮願います。特に魚釣りはご遠慮願います。」の掲示

がありますが、効果は無いようです。 

環境専門委員会では、管轄する行政(公園部・さいた

ま市公園管理課、遊水地部・県さいたま県土整備事務所)に今後の対応を依頼しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

①深作遊水地の PH ②カワセミに釣り糸が絡まっていました 

 
 

 

 

 

 

 

公園部の掲示 遊水地部の掲示 

 

PH測定場所(赤丸部) 
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左の写真は菜園メンバーが寄せてくれ

た一枚です。アーバンみらい周辺は、四

季折々の様々な魅力を感じることが出来

る散歩・撮影スポットで、写真は、アー

バン周辺から望む西の空をオレンジ色に

染めた夕暮れです。 （撮影は七月初旬） 
 

 

 

7 月下旬。「アーバンみらい」東に位置す

る田圃には今年５月連休頃に田植えをした稲

が猛暑・風雨に耐え 80ｃｍ程にすくすくと育

っています。９月初旬には「頭を垂れる稲

穂」が見られることでしょう。 

 今年も豊作⁉ （右写真） 
 

 

 

 

7月初旬、住民の方が東三番街の５号棟と６号棟の間の 

道路に毒蛇のヤマカガシの死骸があるのを見つけ、写真と

ともに知らせてくださいました。ファミリー菜園でも時々

見られています。 

北海道から九州に住む蛇は８種類。アオダイショウ、 

シマヘビ、マムシ、ヤマカガシが中でもよく知られて 

います。そのうち毒を持つのがマムシとヤマカガシです。  

ヤマカガシは、本州から九州までの広い地域に見られ、水辺や藪、田んぼ周辺に多く

生息します。体長は６０〜１２０センチ。餌はカエルやトカゲです。アーバンの周りに

は遊水地や水田があり餌になるカエルも多く、棲息に適しているようです。4月から11

月に活動し、活動時間は昼間です。１９７０年代まで毒蛇とは思われていなかったので

すが、毒の強さはマムシの４倍、ハブの８倍とも言われる強い毒を持っています。毒牙

と首の背面に毒腺があります。 

大人しい蛇（攻撃的な個体もあり）で刺激しなければ何もしないのですが、猛毒を持

つため注意が必要です。まず、草むらや水辺に近寄るときは長靴を履くこと、草刈りな

どの際は藪を鎌などで払いながら行うこと等が勧められています。 

出逢ってしまったら静かに離れてください。噛まれたり毒液がかかってしまった場合

には、安静にし、救急車を呼ぶなどできるだけ早く病院に行ってください。応急手当と

しては毒が回らないよう心臓に近い方を軽く縛り、毒をしぼり出し、傷口を水で洗い流

すことが紹介されています。 

アーバンみらい地域は、ヤマカガシの生息を支える豊かな自然が残っていると言えま

す。ヤマカガシのように危険な生物もいますが、気を付けて多様な生物と一緒に過ごせ

る環境を大事にしていきましょう！  

ア ― バ ン み ら い 周 辺 風 景 
 

ヤマカガシ（毒蛇）に注意！  
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■ さいたま市民憲章ポスターパネル 

さいたま市民憲章は、郷土への思いや市民として

の誇りなどが込められ、市民としての心がけや志を

うたう行動指針として、さいたま市誕生 20 周年を

機に制定されました。 
一人ひとりが住みやすくより良いまちをつくり、未来に

つないでいく当事者として担っていくための心がけや志を

うたう行動指針として、市民憲章を定める意義を表してい

ます。 

「さいたま市 都市戦略本部都市経営戦略部」よ

り 各自治会長宛 令和４年４月２２日付都都経第

２０２号として、さいたま市民憲章のポスターパネ

ルを贈呈されました。 

管理組合旧和室内パソコン横の棚の上に飾られて

います。 

 

■  6月号自治会だより掲載のカラス被害についての続編 

カラスの巣があると見られる木を剪定したところ70本 

もの針金ハンガーが見つかりました。（植栽業者より） 

    大変驚きです！ この巣は大所帯だったのでは？   

 一件落着！ 

■  8月度定例役員会 8月 20日（土） 10時 

■ 「アーバン地区敬老会」９月１９日（祝）について  

本年度も中止となり、対象者には昨年同様記念品を配布 

     する事となりました。なお、対象者には別途案内を投函 

します。 

■ 「春岡地区大運動会」１０月 2日（日）実施の予定です 
 

 

 

 

■  資源物回収対象品目は、「新聞」「段ボール」「雑誌」「牛乳パック」「繊維」 

「アルミ缶」の６品目です。 

① 資源物回収日 

    8月 6日（土）、8月 20日（土）集会所玄関前に当日の朝  

から午後 1時までの間にお持ちください。（台車を自治会掲示  

  板付近にご用意しています。） 

② 資源物回収状況 

    7月度       1,830㎏  （内アルミ缶 40㎏） 

＜前年度比 91.0%＞              

  1～7月度の累計   14,24０㎏   (内アルミ缶 220kg) 

            ＜前年度比 87.6%＞ 

連 絡 事 項 
 

8 月度資源物回収日と資源物回収状況 
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春岡村と大東亜戦争 その１ 

 

ここに昭和１６年１２月９日付けの新聞があります。春岡村丸ヶ崎新田の農家の蔵か

ら出てきたものです。１２月８日前後の新聞のスクラップの表紙には「大東亜戦争」と

墨で黒々と書かれていました（第二次世界大戦のことを当時こう呼んでいました）。 

１２月９日付けの夕刊が実際には８日発行で、新聞が各家庭に届いた順番は９日の夕

刊が先で、見出しは「暴戻米英に対して宣戦布告 畏し大詔渙發 詔書」です。高村光

太郎の「危急の日に」という詩も載っています。翌９日朝刊は「早くも挙がる此戦果此

凱歌 戦艦二隻空母艦一隻撃沈 ハワイ沖で日本海戦」 

 

春岡小学校の１００周年記念誌に載っていた戦争中の思い出でを少し紹介します。 

 

学校の校庭の西のすみには浅い溝が掘りめぐらされていました。空襲警報が鳴ると授

業を中断して防空頭巾をかぶりそこに飛び込み、目と耳をおおいました。登下校の際は

防空頭巾をかぶり、裸足や下駄で学校に行きました。というのも、ありとあらゆる物資

が不足して、はき物のズックも配給制でほとんど手に入らなかったからです。そのため

昇降口の近くに足洗い場があり、わずかな水の中をピチャピチャと歩いて「すのこ」の

上にあがりました。各クラスに何人か疎開してきた児童がいて、「言葉が違う、遊びが

違う、食べ物が違う」といろいろ言われて学校でも放課後でもずいぶんいじめられてい

ました。春岡村では直接戦争の被害はありませんでしたが、見沼区役所の近くの家や岩

槻の河合小学校の前の野原に日本やアメリカの軍用機が墜落しています。次回そのこと

を紹介します。（平山由喜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春 岡 村 の 伝 説 
Dennsetu 
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